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RA ファミリ RA8M1 グループ 
SH7750R/SH7751R⇒RA8M1 マイコン移行ガイド 

要旨 
本アプリケーションノートは、SH7750R/SH7751R グループから RA ファミリへの置き換えにあたり、

RA8M1 グループを例にして、注意点、並びに相違点等を説明しています。なお、各機能の詳細な情報は最

新のユーザーズマニュアル ハードウェア編にてご確認ください。 

 

対象デバイス 
RA8M1 グループ 
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1. RA8M1 グループの各機能の設定例 
RA8M1 グループの各機能設定例は、各章にリンクしている Flexible Software Package (FSP)で用途に合

わせた設定を行い、コードを生成してください。 

FSP は、RA ファミリを用いた組み込みシステムを開発するためのソフトウェアパッケージです。 

FSP にはクラス最高水準の高性能かつ省メモリフットプリントを実現している HAL ドライバが含まれて

おり、直感的に操作できるコンフィグレータとコードジェネレータにより、迅速かつ多彩な方法で開発する

ことができます。 

また、Eclipse ThreadX と FreeRTOS にインテグレーションされた各種ミドルウェアスタックにより、通

信やセキュリティなどの複雑な実装を容易に行うことができます。 

FSP の詳細については、以下のマニュアルを参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 

 

2. CPU アーキテクチャ 
RA8M1 グループは、Arm® Cortex®-M85 CPU コア、・SH7750R/SH7751R グループは SH コアがベース

で互換性はありません。 

双方のコアの詳細は以下のマニュアルを参照してください。 

• Arm 
ARM®v8-M Architecture Reference Manual 
Arm® Cortex®-M85 Processor Technical Reference Manual 

 
• SH-4 

SH-4 Software Manual 
 

2.1 エンディアン 
SH7750R/SH7751R グループはバイエンディアン。RA8M1 グループはリトルエンディアン固定です。 

また、RA8M1 グループの外部アドレス空間では、CS 領域ごとにエンディアン設定を切り替えられます。

但し、外部空間のエンディアン設定が MCU のエンディアン設定と異なる設定を行った領域に命令コードは

配置できません。命令コードを外部空間に配置する場合は、MCU と同じエンディアン設定の領域に配置し

てください。 

 

2.2 メモリ 
SH7750R/SH7751R グループはメモリを内蔵していません。 

 

 SH7750R/SH7751R グループ RA8M1 グループ 
コードフラッシュメモリ 無し 最大 2 MB 

データフラッシュメモリ 

無し 

12 KB 

（100,000 回のプログラ

ム／イレース (P/E) サイ

クル） 
SRAM 

無し 
1 MB（TCM 128 KB を含

む） 

 

https://renesas.github.io/fsp/index.html
https://developer.arm.com/documentation/ddi0553/latest
https://developer.arm.com/documentation/101924/latest/
https://www.renesas.com/jp/ja/document/mas/sh-4-software-manual?r=1055161
https://www.renesas.com/jp/ja/document/mas/sh-4-software-manual?r=1055161
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3. 内蔵機能 

3.1 内蔵機能一覧 
SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループの内蔵機能一覧を表 3.1 に示します。RA8M1 グループ

のみ使用可能な機能の詳細については、ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してください。 

 

表 3.1 内蔵機能一覧 

SH7750R/SH7751R グループ RA8M1 グループ 

メモリマネジメントユニット（MMU）         - 

キャッシュ キャッシュ 

浮動小数点ユニット（FPU） FPU 

低消費電力モード 低消費電力モード 

クロック発振回路 クロック発生回路 

ウォッチドッグタイマ (WDT) 
ウォッチドッグタイマ (WDT) 

独立ウォッチドッグタイマ (IWDT) 

リアルタイムクロック（RTC） リアルタイムクロック (RTC) 

タイマユニット（TMU） 汎用 PWM タイマ (GPT) 注 

バスステートコントローラ（BSC） バス 

ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） DMA コントローラ (DMAC) 

シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

－調歩同期式モードまたはクロック同期式モードの選

択可能 

－スマートカードインタフェースをサポート 

シリアルコミュニケーションインタフェース (SCI) 

FIFO バッファを内蔵 

- 調歩同期式インタフェース（UART および調歩同期

式通信インタフェースアダプタ (ACIA)） 

- 8 ビットクロック同期式インタフェース 

- 簡易 IIC（マスタのみ） 

- 簡易 SPI 

- スマートカードインタフェース 

- マンチェスタインタフェース 

- 簡易 LIN インタフェース  

FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェー

ス（SCIF） 

－調歩同期式モードをサポート 

－送信部、受信部それぞれに 16 バイトの FIFO 付き 

スマートカードインタフェース 

(シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）

の機能)  
I/O ポート I/O ポート 

割り込みコントローラ（INTC） 割り込みコントローラユニット (ICU) 

ユーザブレークコントローラ - 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 
Arm CoreSight 

バウンダリスキャン 

PCI コントローラ（PCIC） - 

- HeliumTM 

- メモリプロテクションユニット (MPU) 

- 密接合メモリ(TCM) 

- プログラマブル電圧検出 (PVD) 

- クロック周波数精度測定回路 (CAC) 

- バッテリバックアップ機能 

- レジスタライトプロテクション 

- データトランスファコントローラ (DTC) 

- イベントリンクコントローラ (ELC) 

- GPT 用のポートアウトプットイネーブル (POEG) 

- 低消費電力非同期汎用タイマ (AGT) 

- 超低消費電力タイマ (ULPT) 

- イーサネット MAC コントローラ (ETHERC) 

- イーサネット DMA コントローラ (EDMAC) 

- USB2.0 フルスピードモジュール (USBFS) 
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- USB2.0 ハイスピードモジュール (USBHS) 

- I2C バスインタフェース (IIC) 

- I3C バスインタフェース (I3C) 

- CAN フレキシブルデータレート (CANFD) 

- CANFD ECC (CNECC) 

- シリアルペリフェラルインタフェース (SPI) 

- オクタシリアルペリフェラルインタフェース (OSPI) 

- オンザフライ復号 (DOTF) 

- 拡張シリアルサウンドインタフェース (SSIE) 

- SD/MMC ホストインタフェース (SDHI) 

- 巡回冗長検査 (CRC) 

- セキュリティ機能 

- Renesas セキュア IP (RSIP-E51A) 

- 12 ビット A/D コンバータ (ADC12) 

- 12 ビット D/A コンバータ (DAC12) 

- 温度センサ回路 (TSN) 

- 高速アナログコンパレータ (ACMPHS) 

- データ演算回路 (DOC) 

- スタンバイ SRAM 

- フラッシュメモリ 

- キャプチャエンジンユニット (CEU) 

- 内部電圧レギュレータ 

 
注：RA8M1 グループには他にも低消費電力非同期汎用タイマ (AGT)と超低消費電力タイマ (ULPT)が 

ありますが、本資料での比較対象は汎用 PWM タイマ (GPT)とします。 
 
3.2 メモリマネジメントユニット(MMU) 

RA8M1 グループに MMU は存在しません。 

 

3.3 キャッシュ 
本章では両マイコンのキャッシュの相違点を記載します。 

両マイコンの仕様比較を表 2 示します。 

 

表 2 キャッシュの仕様比較 
項目 SH7750R/SH7751R グループ 

（キャッシュ） 

RA8M1 グループ 

(キャッシュ) 

容量(命令キャッシュ/データキャッ

シュ) 

8kB/16kB 16kB with ECC/16kB with ECC 

 

3.4 浮動小数点ユニット(FPU) 
本章では両マイコンの浮動集数点ユニットの相違点を記載します。 

 

表 3 浮動集数点ユニットの相違点 
項目 SH7750R/SH7751R グループ(FPU) RA8M1 グループ(FPU) 



RA ファミリ RA8M1 グループ SH7750R/SH7751R⇒RA8M1 マイコン移行ガイド 

R01AN7316JJ0100  Rev.1.00  Page 6 of 39 
Feb.19.26  

精度 単精度、倍精度 1/2 精度、単精度、倍精度 

 

RA8M1 には次の拡張があります。 

– M プロファイルベクタ拡張 (MVE)：Arm Helium 技術、整数、半精度、および単精度浮動小数点 MVE 
(MVE-F) 

 

 

3.5 低消費電力モード 
本章では両マイコンの低消費電力モードの相違点を記載します。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
RA Flexible Software Package ドキュメント: Low Power Modes (r_lpm) (renesas.github.io) 
 

HAL Driver Example Project 
ra-fsp-examples/example_projects/ek_ra8m1/lpm/lpm_ek_ra8m1_ep at master · renesas/ra-fsp-
examples · GitHub 
 

3.5.1 仕様比較 
 SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループの低消費電力モードの一覧を表 4 に示します。 

 

表 4 SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループの消費電力モードの一覧 

SH7750R/SH7751R グループ RA8M1 グループ 

モジュールスタンバイ機能 モジュールストップ機能 

スリープモード CPU スリープモード 

ディープスリープモード CPU ディープスリープモード 

スタンバイモード  

ソフトウェアスタンバイモード 

ディープソフトウェアスタンバイモード 1,2,3 

ハードウェアスタンバイモード - 

 

SH7750R/SH7751R グループの各消費電力モードの遷移/解除方法を表 6 に示します。 

 

 表 5 SH7750R/SH7751R グループの各消費電力モードの遷移/解除方法 
遷移/解除 SH7750R SH7751R 

スリープモード遷移条件 STBCR レジスタの STBY ビットが 0 の状態で、SLEEP 命令を実行 

スリープモード解除方法 ・NMI、IRL、内蔵周辺の各割り込み 

・RESET 端子によるパワーオンリセット、マニュアルリセット、およびウォッチドッ

グタイマオーバフロー時に発生するパワーオンリセット、マニュアルリセット 

ディープスリープモード 

遷移条件 

STBCR レジスタの STBY ビットが 0、STBCR2 レジスタの DSLP ビットが 1 の状態で、

SLEEP 命令を実行 

ディープスリープモード 

解除方法 

・NMI、IRL、内蔵周辺の各割り込み 

・RESET 端子によるパワーオンリセット、マニュアルリセット、およびウォッチドッ

グタイマオーバフロー時に発生するパワーオンリセット、マニュアルリセット 

スタンバイモード遷移条件 STBCR レジスタの STBY ビットが 1 の状態で SLEEP 命令 

https://renesas.github.io/fsp/group___l_p_m.html
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/lpm/lpm_ek_ra8m1_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/lpm/lpm_ek_ra8m1_ep
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スタンバイモード解除方法 ・NMI、IRL、RTC、GPIO の各割り込み 

・RESET 端子によるパワーオンリセット、マニュアルリセット 

モジュールスタンバイ遷移条件 スタンバイコントロールレジスタの

MSTP6～MSTP0、CSTP1、CSTP0 ビットに 1 

をセット 

スタンバイコントロールレジスタ、スタ

ンバイコントロールレジスタ 2、クロッ

ク停止レジスタ 00 の MSTP6～MSTP0、

CSTP2～0 ビットに 1 をセット 

モジュールスタンバイ解除方法 ・MSTP6～MSTP0、CSTP1、CSTP0 ビットに

0 をセット 

・RESET 端子によるパワーオンリセッ

ト、またはウォッチドッグタイマオーバ

フローにより発生するパワーオンリセッ

ト 

・スタンバイコントロールレジスタ、ス

タンバイコントロールレジスタ 2 の場

合、MSTP6～MSTP0 ビットに 0をセット 

・クロック停止レジスタ 00 の場合、ク

ロック停止解除レジスタ 00 の対応する

ビットに 1 をセット 

・RESET 端子によるパワーオンリセッ

ト、またはウォッチドッグタイマオーバ

フローにより発生のパワーオンリセット 

 

RA8M1 グループの各消費電力モードの遷移/解除方法を表 6 に示します。 

 

表 6 RA8M1 グループの各消費電力モードの遷移/解除方法 
項目 RA8M1 グループ 

モジュールストップ遷移条件 MSTPCRn (n=A～E)レジスタの MSTPmi ビット(m=A～E, i=31～0)を 1 にセット 

モジュールストップ解除方法 MSTPmi ビットを 0 にセット 

CPU スリープ遷移条件 CPU0.SCR.SLEEPDEEP ビットが 0 の状態で WFI 命令を実行 

CPU スリープ解除方法 -割り込み 

-以下リセットによる 

 RES 端子リセット 

 パワーオンリセット 

 電圧監視 0 リセット 

 独立ウォッチドッグタイマリセット 

 ウォッチドッグタイマリセット 

 電圧監視 m リセット (m = 1, 2) 

 共通メモリエラーリセット 

 バスエラーリセット 

CPU ディープスリープ遷移条件 CPU0.SCR.SLEEPDEEP ビットが 1 の状態で WFI 命令を実行 

CPU ディープスリープ解除方法 -割り込み 

-以下リセットによる 

 RES 端子リセット 

 パワーオンリセット 

 電圧監視 0 リセット 

 独立ウォッチドッグタイマリセット 

 ウォッチドッグタイマリセット 

 電圧監視 m リセット (m=1,2) 

 共通メモリエラーリセット 

 バスエラーリセット 

ソフトウェアスタンバイ 

遷移条件 

MOCOCR.MCSTP に 0 をセット後、LPSCR.LPMD ビットが 0x4 で、かつ

CPU0.SCR.SLEEPDEEP ビットが 1 の状態で WFI 命令を実行 

ソフトウェアスタンバイ 

解除方法 

-割り込み 

-以下に示すリセット 

 RES 端子リセット 

パワーオンリセット 

電圧監視リセット 

IWDT アンダーフローリセット 

ディープソフトウェア 

スタンバイモード 1,2,3 

遷移条件 

-ディープソフトウェアスタンバイモード 1,2,3 

MOCOCR.MCSTP に 0 をセット後、LPSCR.LPMD ビットが 0xX で、かつ 

CPU0.SCR.SLEEPDEEP ビットが 1 の状態で WFI 命令を実行 

 

0xX=0x8：ディープソフトウェアスタンバイモード 1 
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0xX=0x9：ディープソフトウェアスタンバイモード 2 

0xX=0xA：ディープソフトウェアスタンバイモード 3  

 

 

 

 

 

 

 

ディープソフトウェア 

スタンバイモード 1,2,3 

解除方法 

ディープソフトウェアスタンバイモード 1 

-割り込み 

(除く IRQn、ULPT0_ULPTCMAI、ULPT0_ULPTCMBI) 

 

ディープソフトウェアスタンバイモード 2 

-割り込み 

(除く IRQn、IWDT_NMIUNDF、USBFS_USBR、USBHS_USBIR、ULPT0_ULPTI、

ULPT0_ULPTCMAI、ULPT0_ULPTCMBI) 

-以下に示すリセット 

 RES 端子リセット 

パワーオンリセット 

電圧監視リセット 

IWDT アンダーフローリセット 

 
ディープソフトウェアスタンバイモード 3 

-割り込み 

(除く IRQｎ、PVD_PVDm、IWDT_NMIUNDF、USBFS_USBR、USBHS_USBIR、ULPT0_ULPTI、 

ULPT0_ULPTCMAI、ULPT0_ULPTCMBI) 

-以下に示すリセット 

 RES 端子リセット 

パワーオンリセット 

電圧監視リセット 

IWDT アンダーフローリセット 

 

SH7750R/SH7751R グループの各低消費電力モードの動作状態を表 7 に、RA8M1 グループの各低消費電力

モードの動作状態を表 8 に示します。 

 

表 7 SH7750R/SH7751R グループの各低消費電力モードの動作状態 

遷移条件および解除方法と 

動作状態 
スリープモード 

ディープ 

スリープモード 

スタンバイ 

モード 

ハードウェア 

スタンバイモード 

モジュール 

スタンバイ機能 

遷移条件 
制御レジスタ＋

命令 

制御レジスタ＋

命令 

制御レジスタ＋

命令 

CA 端子をローレベ

ルにする 

制御レジスタ＋

命令 

解除方法 
割り込み 

リセット 

割り込み 

リセット 

割り込み 

リセット 

パワーオン 

リセット 

MSTP ビットを 0 

とするリセット 

クロック 動作 動作 停止 停止 動作 

CPU 
停止(レジスタ

は保持) 

停止(レジスタ

は保持) 

停止(レジスタ

は保持) 

停止 動作 

内蔵メモリ 保持 保持 保持 不定 保持 

内蔵周辺モジュール 動作 動作(DMA は停

止) 

停止* 停止* 指定モジュール

が停止* 

端子 保持 保持 保持 ハイインピーダン

ス状態 

保持 

【注】 * RTC は、RCR2 の START ビットが 1 のとき、動作します。 
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表 8 RA8M1 グループの各低消費電力モードの動作状態 
遷移および解除方法と 

動作状態 

ソフトウェアスタンバイモード ディープソフトウェアスタンバイモード 

SSTBY DSTBY1 DSTBY2 DSTBY3 

遷移条件 制御レジスタ＋命令 制御レジスタ＋命令 

解除方法 
割り込み 

リセット 

割り込み(表 5 参照) 

リセット 

割り込みによる解除後

の状態 

プログラム実行状態（割り込み処理） リセット状態 

リセットによる解除後

の状態 

リセット状態 リセット状態 

メインクロック発振器 選択可能(注 10) 停止 

サブクロック発振器 選択可能 選択可能 

高速オンチップオシ

レータ 

選択可能(注 11) 停止 

中速オンチップオシ

レータ 

停止(注 19) 停止 

低速オンチップオシ

レータ 

選択可能(注 2) 選択可能(注 2) 停止 

PLL1 停止 停止 

PLL2 停止 停止 

発振停止検出機能 選択可能(注 12) 停止 

クロック／ブザー出力

機能 

選択可能(注 3) 停止（不定） 

外部バス (EBCLK) 停止（保持） 停止（保持） 

CPU 停止（保持） 停止（不定） 

TCM (SRAM) 停止（保持）(注 15) 停止（不定） 

ユーザーSRAM 停止（保持）(注 13) 停止（不定） 

スタンバイ SRAM 停止（保持）(注 14) 停止（保持） 

(注 14) 

停止(不定) 

バックアップレジスタ 停止（保持） 停止（保持） 

フラッシュメモリ 停止（保持） 停止（保持） 

メモリプロテクション

ユニット (MPU) 

停止（保持） 停止（不定） 

DMA コントローラ 

(DMAC) 

停止（保持） 停止（不定） 

データトランスファコ

ントローラ (DTC) 

停止（保持） 停止（不定） 

ウォッチドッグタイマ 

(WDT) 

停止（保持） 停止（不定） 

独立ウォッチドッグタ

イマ (IWDT) 

選択可能(注 1) 選択可能(注 1) 停止(不定) 

ARM デバッグ機能 停止(注 16) 停止(注 16) 

トレース機能 停止(注 17) 停止(注 17) 

クロック周波数精度測

定回路 (CAC) 

停止（不定） 停止（不定） 

イーサネット MAC コ

ントローラ (ETHERC) 

停止（不定） 停止（不定） 

イーサネット DMA コ

ントローラ (EDMAC) 

停止（不定） 停止（不定） 

USB 2.0 フルスピード

モジュール (USBFS) 

停止（保持） 

USB レジューム検出は可能 

停止（保持） 

USB レジューム

検出は可能 

停止(不定) 

USB 2.0 ハイスピード

モジュール (USBHS) 

停止（保持） 

USB レジューム検出は可能 

停止（保持） 

USB レジューム

検出は可能 

停止(不定) 
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リアルタイムクロック 

(RTC) 

選択可能 選択可能 選択可能(注４) 

CAN-FD 停止（不定） 停止（不定） 

CANFD ECC (CNECC) 停止（不定） 停止（不定） 

シリアルペリフェラル

インタフェース 

(SPI0) 

停止（保持） 停止（不定） 

シリアルペリフェラル

インタフェース 

(SPI1) 

停止（不定） 停止（不定） 

オクタシリアルペリ

フェラルインタフェー

ス(OSPI) 

停止（保持） 停止（不定） 

オンザフライ復号 

(DOTF) 

停止（保持） 停止（不定） 

拡張シリアルサウンド

インタフェース 

(SSIE0) 

停止（保持） 停止（不定） 

拡張シリアルサウンド

インタフェース 

(SSIE1) 

停止（不定） 停止（不定） 

SD/MMC ホストインタ

フェース (SDHI0) 

停止（保持） 停止（不定） 

SD/MMC ホストインタ

フェース (SDHI1) 

停止（不定） 停止（不定） 

巡回冗長検査 (CRC) 

演算器 

停止（不定） 停止（不定） 

GPT 用のポートアウト

プットイネーブル

(POEG) 

停止（不定） 停止（不定） 

汎用 PWM タイマ 

(GPT) 

停止（不定） 停止（不定） 

超低消費電力タイマ 

(ULPTn, n = 0, 1) 

選択可能 選択可能 停止(不定) 

非同期汎用タイマ 

(AGTn, n = 0, 1) 

選択可能(注 5) 停止（不定） 

12 ビット A/D コン

バータ (ADC12) 

停止（不定） 停止（不定） 

12 ビット D/A コン

バータ (DAC12) 

停止（保持） 停止（不定） 

データ演算回路 (DOC) 停止（不定） 停止（不定） 

シリアルコミュニケー

ションインタフェース

(SCI0) 

停止（保持） 停止（不定） 

シリアルコミュニケー

ションインタフェース

(SCIn, n = 1～4, 9) 

停止（不定） 停止（不定） 

I2C バスインタフェー

ス (IIC0) 

選択可能(注 6) 停止（不定） 

I2C バスインタフェー

ス (IIC1) 

停止（不定） 停止（不定） 

I3C バスインタフェー

ス (I3C) 

選択可能(注 21) 停止（不定） 

イベントリンクコント

ローラ (ELC) 

停止（不定） 停止（不定）  

Renesas セキュア IP 

(RSIP-E51A) 

停止（保持） 停止（不定） 

キャプチャエンジンユ

ニット (CEU) 

停止（不定） 停止（不定） 
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温度センサ (TSN) 停止（不定） 停止（不定） 

高速アナログコンパ

レータ 0 (ACMPHS0) 

選択可能 停止（不定） 

高速アナログコンパ

レータ 1 (ACMPHS1) 

選択可能(注 20) 停止（不定） 

IRQn (n = 0～15) 端

子割り込み 

選択可能 停止（不定） 

NMI、IRQn-DS (n = 0

～15) 端子割り込み 

選択可能 

プログラム可能電圧検

出 (PVD) 

選択可能 選択可能(注 18) 停止（不定）(注 7) 

VBATT_R 電圧降下検出 選択可能 選択可能 動作(不定) 

パワーオンリセット回

路 

動作 動作 動作(注 8) 

I/O ポート 保持(注 9) 保持(注 9) 

注. 「選択可能」とは、低消費電力モードへの遷移前に動作／停止がコントロールレジスタの設定に 

よって選択できることを意味します。 

「停止（保持）」とは、内部レジスタの内容は保持されるが、動作は中断されることを意味します。 

「停止（不定）」とは、内部レジスタの内容が不定で、内部回路への通電が遮断されることを  

意味します。各低消費電力モードの解除前に、内部レジスタが初期化されます。 

注 1. IWDT の場合、IWDT オートスタートモード時、オプション機能選択レジスタ 0 の 

IWDT 停止制御ビット (OFS0.IWDTSTPCTL) の設定により、動作／停止を選択ができます。 

また、IWDT レジスタスタートモード時、IWDT.IWDTCSTPR.SLCSTP ビットの設定により動作/停止を 

選択することができます。 

注 2. IWDT を使用せず、LOCOCR.LCSTP = 0 の場合、LOCO はソフトウェアスタンバイモード 

またはディープソフトウェアスタンバイモード 1 では停止しません。 

IWDT を使用し、IWDT 停止制御ビットが 0（OFS.IWDTSTPCTL = 0 または IWDT.IWDTCSTPR.SLCSTP = 0）の場合、 

LOCOCR.LCSTP の値にかかわらず、LOCO はソフトウェアスタンバイモードまたはディープ 

ソフトウェアスタンバイモード 1 では停止しません。 

IWDT を使用し、IWDT 停止制御ビットが 1（OFS.IWDTSTPCTL = 1 または IWDT.IWDTCSTPR.SLCSTP = 1）の場合、 

LOCOCR.LCSTP = 0 の状態では、LOCO はソフトウェアスタンバイモードまたはディープ 

ソフトウェアスタンバイモード 1 では停止しません。 

その他の場合、LOCO はソフトウェアスタンバイモードまたはディープソフトウェア 

スタンバイモード 1 で停止します。 

注 3. クロックアウトプットソース選択ビット (CKOCR.CKOSEL[2:0]) が 010b (LOCO) および 

100b (SOSC) 以外の値に設定されている場合は停止します。 

注 4. サブクロック発振器のみが、RTC のカウントソースクロックとして選択可能です。 

RCR4.RCKSEL ビットが 1 (LOCO) になっている場合、ディープソフトウェア 

スタンバイモードへ遷移する前に LPSCR をディープソフトウェアスタンバイモード 1 に 

する必要があります。 

注 5. AGT0.AGTMR1.TCK[2:0] ビットで 100b (AGTLCLK) または 110b (AGTSCLK) が 

選択されている場合、AGT0 は動作可能です。 

AGT1.AGTMR1.TCK[2:0] ビットで 100b (AGTLCLK)、110b (AGTSCLK)、または 101b（AGT0 から 

のアンダーフローイベント信号）が選択されている場合、AGT1 は動作可能です。 

注 6. IIC0 ウェイクアップ機能のみが利用可能です。 
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注 7. ディープソフトウェアスタンバイモードで PVD を使用する場合、 

ディープソフトウェアスタンバイモードへ遷移する前に LPSCR を DSTBY1 または DSTBY2 に 

する必要があります。 

注 8. MCU がディープソフトウェアスタンバイモード 3 へ遷移した場合、PVD 回路は停止し、 

パワーオンリセット回路の低消費電力機能が有効になります。 

注 9. アドレスバスおよびバス制御信号（SRAM の場合：[CS0～CS7、RD、WR0～WR1、WR、BC0～BC1、ALE]、 

SDRAM の場合：[SDCS、RAS、CAS、WE]）に対して、出力状態の維持やハイインピーダンス状態への変更は、 

SBYCR.OPE ビットで選択可能です。 

注 10. MOSC の発振中に MOSCSCR.MOSCSOKP = 1 となった場合、MOSC はソフトウェアスタンバイモードで発振を 

継続します。 

注 11. HOCO の発振中に HOCOSCR.HOCOSOKP = 1 となった場合、HOCO はソフトウェアスタンバイモードで発振を 

継続します。 

注 12. 本機能は MOSCSCR.MOSCSOKP ビットの設定値に従います。 

注 13. PDRAMSCR0.RKEEPn ビットを 0 にすると、対象ユーザーSRAM の内容は保持されません。 

注 14. DPSBYCR.SRKEEP ビットを 0 にすると、スタンバイ RAM の内容は保持されません。 

注 15. PDRAMSCR1.RKEEPn ビットを 0 にすると、対象 TCM の内容は保持されません。 

注 16. このモードに遷移する前にデバッガが接続中の場合、この機能は動作中です。 

注 17. このモードに遷移する前にデバッガが接続中、かつ TRCKCR.TRCKEN = 1 の場合、この機能は動作中です。 

注 18. OFS1(_SEC).PVDAS = 0 かつ OFS1(_SEC).PVDLPSEL = 0 の場合、PVD0 の低消費電力機能は DSTBY1  

および DSTBY2 中は有効です。 

OFS1(_SEC).PVDAS = 0 かつ OFS1(_SEC).PVDLPSEL = 1 の場合、PVD0 の低消費電力機能は DSTBY1 および 

DSTBY2 中は無効です。「55. 電気的特性」を参照してください。 

注 19. オンチップデバッガ機能が有効の場合、MOCO はこのモードでは停止しません。 

注 20. VCOUT 機能のみが許可されます。ACMPHS がデジタルフィルタを使用していない場合に、VCOUT 端子は 

動作します。デジタルフィルタの詳細については、「48. 高速アナログコンパレータ (ACMPHS)」を 

参照してください。 

注 21. I3C ウェイクアップ機能のみが利用可能です。 
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3.6 クロック発振回路 
本章では両マイコンのクロック発振回路の相違点を記載します。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細は、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
RA Flexible Software Package ドキュメント: Clock Generation Circuit (r_cgc)   
(renesas.github.io) 

 
HAL Driver Example Project 
なし 

 

3.6.1 仕様比較 
SH7750R/SH7751R グループと RA8M1グループのクロック発振回路の相違点を表 9 に記載します。 

また、SH7750R/SH7751Rグループと RA8M1 グループのクロック発振回路の仕様比較の詳細を表 10 に

示します。 

 

表 9 SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループのクロック発振回路の仕様比較 
クロックソース 項項目 SH7750R/SH7751R グループ R RA8M1 グループ 

メインクロック発振器 

(MOSC) 

SH：EXTAL が該当 

発振子周波数 1MHz～34MHz 8MHz～48MHz 

外部クロック入力周

波数 

PLL1 6 逓倍/PLL2 動作時：16～

34MHz 

PLL1 12 逓倍/PLL2 動作時：14～

20MHz 

PLL1、2 非動作時：1～34MHz 

最高 48MHz 

接続可能発振子また

は付加回路：セラ

ミック発振子、水晶

振動子 

接続端子：EXTAL、

XTAL 

あり あり 

サブクロック発振器 (SOSC) 発振子周波数 32.768 kHz 32.768 kHz 

接続可能発振子また

は付加回路 

接続端子 

接続可能発振子または付加回路：

水晶振動子 

接続端子：EXTAL2, XTAL2 

接続可能発振子または付加回路：

水晶振動子 

接続端子：XCIN、XCOUT 

PLL1 回路 

PLL2 回路 

入力クロックソース PLL1：水晶発振回路 

PLL2：バスクロック(Bck) 

MOSC、HOCO 

入力分周比 1、2、3、4 、6、8 分周から選択

可能 

1、2、3、4 分周から選択可能 

逓倍比 PLL 回路 1：6、12 から選択可能 

PLL 回路 2：1 のみ 

26～180 から選択可能（小数点以

下：0/0.33/0.50/0.66） 

出力クロック数 1 つのクロックを出力 3 つの異なるクロックを出力 

JTAG 用外部クロック入力 

(TCK) 

入力クロック周波数 最大 20MHz 最大 25MHz 

 

 

 

 

 

 

https://renesas.github.io/fsp/group___c_g_c.html?pos=1320,5,1349,5,1388,8,1445,5,1594,5,1676,5,1923,5,1950,5,2048,5,2188,5,2289,5,2393,5,2460,5,2519,6,2585,6,2642,7,2667,6,2698,5,2880,5,2922,7,2967,6,2991,5,3010,5,3102,7,3152,5,3194,7,3274,7,3288,5,3400,5,3438,5,3477,6,3626,5,3749,5,4474,5,4575,5,4828,5,4884,5,5008,5,5029,5,5233,5,5362,5,5415,5,5539,5,5642,5,5767,5,5991,5,6121,5,6373,5,6501,5,6547,5,6785,5,6981,5,7115,5,7179,7,7216,5,7502,5,8173,5,8287,5,8523,5,8635,5,8661,5,8830,5,8851,5,9528,6,9755,5,10678,5,10945,5,11242,5,13187,5,13809,6,14229,6,14355,6,14399,6,14682,5,14825,6,14884,5,14923,5,15261,5,15337,5,16692,5,18437,6,19377,6,20739,5,23180,7,23258,6,23283,5,23491,5,23610,5,23658,5,23803,5,23916,5,24067,5,24316,5,24358,6,24448,5,24490,7,24568,6,24626,7,24708,5,24872,5,26389,5,26413,6,26688,5,26749,5,27292,5,27444,5,27817,5,27878,5,27939,5,28616,5,28714,5,28762,5,29001,5,29025,6,29624,5,29644,5,29792,5,29975,5,30017,8,30176,5,30218,6,30308,5,30350,7,30428,6,30486,7,30711,6,31131,6,31257,6,31301,6,31584,5,31899,5,31956,5,32439,5,32988,5,33534,6,33629,5,33675,5,33695,6,33716,5,33743,5,33830,5,34554,6,35485,5,35695,5,35719,6,35820,5,36385,6,36410,5
https://renesas.github.io/fsp/group___c_g_c.html?pos=1320,5,1349,5,1388,8,1445,5,1594,5,1676,5,1923,5,1950,5,2048,5,2188,5,2289,5,2393,5,2460,5,2519,6,2585,6,2642,7,2667,6,2698,5,2880,5,2922,7,2967,6,2991,5,3010,5,3102,7,3152,5,3194,7,3274,7,3288,5,3400,5,3438,5,3477,6,3626,5,3749,5,4474,5,4575,5,4828,5,4884,5,5008,5,5029,5,5233,5,5362,5,5415,5,5539,5,5642,5,5767,5,5991,5,6121,5,6373,5,6501,5,6547,5,6785,5,6981,5,7115,5,7179,7,7216,5,7502,5,8173,5,8287,5,8523,5,8635,5,8661,5,8830,5,8851,5,9528,6,9755,5,10678,5,10945,5,11242,5,13187,5,13809,6,14229,6,14355,6,14399,6,14682,5,14825,6,14884,5,14923,5,15261,5,15337,5,16692,5,18437,6,19377,6,20739,5,23180,7,23258,6,23283,5,23491,5,23610,5,23658,5,23803,5,23916,5,24067,5,24316,5,24358,6,24448,5,24490,7,24568,6,24626,7,24708,5,24872,5,26389,5,26413,6,26688,5,26749,5,27292,5,27444,5,27817,5,27878,5,27939,5,28616,5,28714,5,28762,5,29001,5,29025,6,29624,5,29644,5,29792,5,29975,5,30017,8,30176,5,30218,6,30308,5,30350,7,30428,6,30486,7,30711,6,31131,6,31257,6,31301,6,31584,5,31899,5,31956,5,32439,5,32988,5,33534,6,33629,5,33675,5,33695,6,33716,5,33743,5,33830,5,34554,6,35485,5,35695,5,35719,6,35820,5,36385,6,36410,5
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表 10 SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループのクロック発振回路の仕様比較詳細 
項目 SH7750R/SH7751R グループ RA8M1 グループ 

クロックの種類 CPU クロック（Ick） 

周辺モジュールクロック（Pck） 

バスクロック（Bck） 

CPU クロック (CPUCLK) 

システムクロック (ICLK) 

デバッガクロック (DCLK) 

周辺モジュールクロック 

Flash IF クロック (FCLK) 

外部バスクロック (BCLK) 

EBCLK 端子出力 (EBCLK) 

SDCLK 端子出力 (SDCLK) 

トレースクロック (TRCLK) 

SCI クロック (SCICLK) 

SPI クロック (SPICLK) 

Octal-SPI クロック(OCTACLK) 

Octal-SPI 分周クロック(OCTADIVCLK) 

CANFD コアクロック(CANFDCLK) 

USB クロック (USBCLK) 

USB クロック (USB60CLK) 

I3C クロック (I3CCLK) 

クロック/ブザー出力(CLKOUT) 

USBHS の MOSC クロック(USBMCLK) 

CAN クロック (CANMCLK) 

ULPT LOCO クロック(ULPTLCLK) 

ULPT サブクロック(ULPTSCLK) 

AGT LOCO クロック(AGTLCLK) 

AGT サブクロック(AGTSCLK) 

CAC メインクロック(CACMCLK) 

CAC サブクロック(CACSCLK) 

CAC HOCO クロック(CACHCLK) 

CAC MOCO クロック(CACMOCLK) 

CAC LOCO クロック(CACLCLK) 

RTC LOCO クロック(RTCLCLK) 

RTC サブクロック(RTCSCLK) 

IWDT クロック (IWDTCLK) 

SysTick タイマクロック(SYSTICKCLK) 

JTAG クロック (JTAGTCK) 

シリアルワイヤクロック(SWCLK) 

TCLK 端子出力 (TCLK) 

クロックモード パワーオンリセット後の CPU クロック、バ

スクロック、周辺モジュールクロックの分

周率組み合わせから 7 種類のクロック動作

モードから選択できます。 

以下の分周比からシステムクロックソースを分

周し、 

CPUCLK,FCLK,DCLK,ICLK,PCLKA～E,EBCLK, 

BCLK,SDCLKTRCLK の生成が可能 

分周比 

1/1,1/2,1/4,1/8,1/16,1/32,1/64,1/3,1/6,1/12 
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周波数変更機能 CPG 内部の PLL（Phase Locked Loop）回路

や分周回路により、CPU クロック、バスク

ロック、周辺モジュールクロックの周波数

を変更できます。周波数変更は、周波数制御

レジスタ（FRQCR）の設定により、ソフトウェ

アで行います。 

クロックは以下のレジスタで設定可能 

・SCKDIVCR 

・SYRACCR 

・PLLCCR 

・PLLCCR2 

・PLL2CCR 

・PLL2CCR2 

・BCKCR 

・CKOCR 

・USBCKDIVCR 

・OCTACKDIVCR 

・CANFDCKDIVCR 

・USB60CKDIVCR 

・I3CCKDIVCR 

・SCICKDIVCR 

・SPICKDIVCR 

低消費電力モードの制御 スリープモード、スタンバイモードでのク

ロック停止、モジュールスタンバイ機能で

の特定モジュールの停止が可能です。 

また低周波数での動作時には PLL 回路を停

止することにより、消費電力が低減できま

す。 

ソフトウェアスタンバイモード、ディープソフ

トウェアスタンバイモード 1、2、3 でのクロッ

ク停止、モジュールストップでの特定モジュー

ルの停止が可能です。 

その他機能としてプロセッサ低消費電力モー

ド、動作電力制御モードがあります。 
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3.7 ウォッチドッグタイマ (WDT) 
本章では両マイコンのウォッチドッグタイマ(WDT)の仕様の相違点を記載します。 

RA8M1 グループにはもう一つ独立ウォッチドッグタイマ(IWDT)もあります。こちらのクロックソースは 

低速オンチップオシレータのみで、仮に外部水晶発振子が破損しても監視を継続することが可能です。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
RA Flexible Software Package Documentation: Watchdog (r_wdt) (renesas.github.io) 
 
HAL Driver Example Project 
ra-fsp-examples/example_projects/ek_ra8m1/wdt/wdt_ek_ra8m1_ep/readme.txt at master · 
renesas/ra-fsp-examples · GitHub 

 

3.7.1 仕様比較 
SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループのウオッチドッグモードの仕様を表 11 に示します。 

 

表 11 SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループのウオッチドッグモードの仕様 
項目 SH7750R/SH7751R グループ(WDT) RA8M1 グループ(WDT) 

カウントソース 周辺モジュールクロック(Pck) 周辺クロック (PCLKB) 

クロック分周比 32 分周/64 分周/128 分周/256分周/512 分周

/1024 分周/2048 分周/4096 分周 

4 分周/64 分周/128 分周/512 分周/2048 分

周/8192 分周 

カウンタ動作 8 ビットのアップカウンタ 14 ビットのダウンカウンタ 

動作モード - ウォッチドックタイマモード 

- インターバルタイマモード 

-オートスタートモード 

-レジスタスタートモード 

カウント開始条件 - タイマコントロールレジスタのタイマ 

イネーブルビットをイネーブル 

- オートスタートモード：リセット後、また

はアンダーフロー/リフレッシュエラー発生後

に自動的にカウント開始 

- レジスタスタートモード：WDTRR レジスタ

への書き込みによるリフレッシュ動作でカウ

ント開始 

- セキュアデベロッパーのみがオートスター

トモードまたはレジスタスタートモードを選

択可能 

カウント停止条件 - パワーオンリセット時 - リセット（ダウンカウンタおよび他のレジ

スタが初期値に戻る） 

- カウンタのアンダーフローまたはリフレッ

シュエラー発生時 

ウォッチドッグタイマリセッ

ト要因 

- オーバーフロー時 - ダウンカウンタのアンダーフロー 

- リフレッシュ許可期間外でのリフレッシュ

動作（リフレッシュエラー） 

カウンタ値の読み出し WTCNT レジスタを読み出すことで、アップカ

ウンタ値の読み出しが可能 

WDTSR レジスタを読み出すことで、ダウンカ

ウンタ値の読み出しが可能 

出力信号（内部信号） - パワーオンリセット 

- マニュアルリセット 

- リセット出力 

- 割り込み要求出力 

- CPU スリープモードまたは CPU ディープス

リープモードカウント停止制御出力 

3.7.2 注意事項 
RA8M1 では WDT の停止制御はオプション設定メモリの WDT0STPCTL で設定します。OFS の書き込み

は通常のレジスタとは異なるため、詳細は RA8M1 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参

照願います。 

 

https://renesas.github.io/fsp/group___w_d_t.html
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/blob/master/example_projects/ek_ra8m1/wdt/wdt_ek_ra8m1_ep/readme.txt
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/blob/master/example_projects/ek_ra8m1/wdt/wdt_ek_ra8m1_ep/readme.txt
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3.8 リアルタイムクロック(RTC) 
本章では両マイコンのリアルタイムクロック(RTC)の仕様の相違点を記載します。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
RA Flexible Software Package ドキュメント: Realtime Clock (r_rtc) (renesas.github.io) 
 
HAL Driver Example Project 
ra-fsp-examples/example_projects/ek_ra8m1/rtc/rtc_ek_ra8m1_ep at master · renesas/ra-fsp-
examples · GitHub 
 
 
3.8.1 仕様比較 
SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループのリアルタイムクロックの相違点を表 12 に記載します。 

 

表 12  SH7750R/SH7751R グループと RA8M1グループのリアルタイムクロックの相違点 

項目 SH7750R/SH7751(RTC) RA8M1(RTC) 

カウントモード 時計・カレンダ機能（BCD 表示）/1～64Hz タ

イマ（バイナリ表示） 

カレンダーカウントモード／バイナリカウン

トモード 

カウントソース RTC 用発振回路に接続する水晶発振子

(EXTAL2, XTAL2) 

サブクロック (XCIN)、外部クロック入力 

(EXCIN)、または LOCO 

時計／カレンダ機能 ● 時計・カレンダ機能（BCD表示） 

秒、分、時、曜日、日、月、年をカウント 

● 1～64Hz タイマ（バイナリ表示） 

64Hz カウンタレジスタが、RTC の分周回路の

うち 64Hz～1Hz の状態を示します。 

• 30 秒調整機能 

 

• うるう年自動補正機能 

 

 

 

• スタート／ストップ機能 

  

● カレンダーカウントモード 

– 年、月、日、曜日、時、分、秒をカウン

ト、BCD 表示 

– 12 時間／24 時間モード切り替え機能 

 

– 30 秒調整機能（30 秒未満は 00 秒に切り

捨て、30 秒以降は 1 分に桁上げ） 

– うるう年の自動補正機能 

● バイナリカウントモード 

– 秒を 32 ビットでカウント、バイナリ表示 

● 両モード共通 

– スタート／ストップ機能 

– 秒以下の桁のバイナリ表示（1 Hz、2 Hz、4 

Hz、8 Hz、16 Hz、32 Hz、64 Hz） 

– クロック誤差補正機能 

– クロック (1 Hz/64 Hz) 出力 

割り込み ● アラーム割り込み 

– アラーム割り込み条件として、秒、分、

時、曜日、日、月、年のいずれと比較するか

選択可能 

● アラーム割り込みまたは周期割り込みによ

る、スリープモード、ディープスリープモー

ド、スタンバイモードからの復帰が可能 

 

● 周期割り込み 

– 割り込み周期として、2 秒、1 秒、1/2 

秒、1/4 秒、1/16 秒、1/64 秒、1/256 秒か

ら選択可能周期から選択可能 

 

● 桁上げ割り込み 

– 秒カウンタ桁上げ、または 64Hz カウンタの

読み出し時に 64Hz カウンタ桁上げが発生した

ことを示す桁上げ割り込み機能  

● アラーム割り込み (RTC_ALM) 

– アラーム割り込み条件として、比較対象を

下記から選択可能 

• カレンダーカウントモード：年、月、日、

曜日、時、分、秒 

• バイナリカウントモード：32 ビットバイナ

リカウンタの各ビット 

 

● 周期割り込み (RTC_PRD) 

– 割り込み周期として、2 秒、1 秒、1/2 

秒、1/4 秒、1/8 秒、1/16 秒、1/32 秒、

1/64 秒、1/128 

秒、1/256 秒から選択可能 

● 桁上げ割り込み (RTC_CUP) 

– 次のいずれかの条件で割り込み発生 

• 64 Hz カウンタから秒カウンタへ桁上げが

生じたとき 

• 64 Hz カウンタの変化と R64CNT レジスタ

https://renesas.github.io/fsp/group___r_t_c.html
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/rtc/rtc_ek_ra8m1_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/rtc/rtc_ek_ra8m1_ep
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の読み出しタイミングが重なったとき 

（32 kHz カウントモードは 64 Hz カウンタ

読み出し時のみ） 

● アラーム割り込みまたは周期割り込みによ

る、ソフトウェアスタンバイモードまたは

ディープソフ 

トウェアスタンバイモードからの復帰が可能 
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3.9 タイマユニット(TMU) 
本章では両マイコンのタイマの仕様の相違点を記載します。 

ここでは、RA8M1 グループの GPT と比較を行います。 

 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
RA Flexible Software Package Documentation: Timer, General PWM (r_gpt) (renesas.github.io) 

 
HAL Driver Example Project 
ra-fsp-examples/example_projects/ek_ra8m1/gpt/gpt_ek_ra8m1_ep at master · renesas/ra-fsp-
examples · GitHub 

 

3.9.1 仕様比較 
SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループのタイマの仕様比較を表 13 に示します。 

表 13 SH7750R/SH7751R グループ(TMU)と RA8M1 グループ(GPT)の仕様比較 
項目 SH7750R/SH7751R グループ(TMU) RA8M1 グループ(GPT) 

機能 - 32 ビット × 5 チャネル 

 

 

 

-各カウンタは、ダウンカウントのみ 

 

 

-外部クロック（TCLK）、内蔵 RTC の出力ク

ロック、5 種類の内部クロック（Pck/4、

Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024） 

（ただし、Pck は周辺モジュールクロック） 

チャネル 3～4 は、5 種類の内部クロックの

み選択可能 

 

 

-TCLK のみで機能は外部クロック入力端子/ 

インプットキャプチャ制御入力端子/ 

RTC 用出力端子（RTC と兼用） 

 

-チャネル 0～2 は 7 種類、チャネル 3～4 は

5 種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 外部クロック選択時もしくはインプット

キャプチャ機能使用時には、外部クロックの

入力エッジとして立ち上がりエッジ/立ち下

がりエッジ選択可能 

 

-チャネル 0～2 において、カウンタ入力ク

ロックに内蔵 RTC の出力クロックを選択した

場合、モジュールスタンバイモードでも動作

可能。つまり、 TMU に対し、クロックが停

- 32 ビット × 8 チャネル (GPT32n (n = 0

～7)) 

- 16 ビット × 6 チャネル (GPT16m (m = 8

～13)) 

- 各カウンタは、アップカウントもしくはダ

ウンカウント（のこぎり波）、またはアップ

ダウンカウント（三角波）を選択可能 

- チャネルごとに独立したクロックソースを

選択可能 

 

 

 

 

 

 

- チャネルごとに 2 本の入出力端子 

- チャネルごとにアウトプットコンペア/イン

プットキャプチャ用レジスタが 2 本 

- 各チャネル 2 本のアウトプットコンペア/イ

ンプットキャプチャレジスタに対し、4 本の

バッファレジスタがあり、バッファ動作しな

いときにはコンペアレジスタとしても動作可

能 

- アウトプットコンペア動作時に山/谷それぞ

れバッファ動作可能で左右非対称な PWM 波形

を生成 

- チャネルごとにフレーム周期設定用レジス

タを搭載（オーバーフロー/アンダーフローで

割り込み可能） 

- 外部クロック選択時もしくはインプット

キャプチャ機能使用時には、外部クロックの

入力エッジとして立ち上がりエッジ/立ち下が

りエッジ選択可能 

- PWM 動作の際にデッドタイム生成が可能 

- 任意チャネルのカウンタの同期スタート/ス

トップ/クリア可能 

- 最大 8 つの ELC イベントによるカウントス

タート/ストップ/クリア/アップカウント/ダ

https://renesas.github.io/fsp/group___g_p_t.html
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/gpt/gpt_ek_ra8m1_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/gpt/gpt_ek_ra8m1_ep
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止されていても、タイマ動作を行います。 

また、外部クロックおよび内部クロックでタ

イマカウント動作するのは、タイマユニット

にクロックが供給されている場合に限定され

ます。 

 

 

チャネル 2 のみインプットキャプチャ対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- バスクロック：Pck、 コアクロック：pck 

 

- 周波数比：Pck/4、Pck/16、Pck/64、

Pck/256、Pck/1024 

ウンカウント/インプットキャプチャ動作が可

能 

- 2 本の入力端子の状態を検出し、カウント

スタート/ストップ/クリア/アップカウント/

ダウンカウント/インプットキャプチャ動作が

可能 

- 最大 4 本の外部トリガによるカウントス

タート/ストップ/クリア/アップカウント/ダ

ウンカウント/インプットキャプチャ動作が可

能 

- POEG からの出力禁止要求を制御 

- A/D 変換開始要求生成機能 

- ブラシレス DC モータ制御用の PWM 波形生

成が可能 

- コンペアマッチ A～F イベント、およびオー

バーフローイベント/アンダーフローイベント

を ELC に出力可能 

- インプットキャプチャ用のノイズフィルタ

が有効 

- 周期計数機能 

- チャネル出力間の論理演算 

- バスクロック：PCLKA、コアクロック：

PCLKD 

- 周波数比：PCLKA:PCLKD = 1:N (N = 

1/2/4/8/16/32/64)  
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3.10 バスステートコントローラ(BSC) 
本章では両マイコンのバスステートコントローラの仕様の相違点を記載します。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
なし 
 
HAL Driver Example Project 
なし 

 

3.10.1仕様比較 

SH7750R/7751R グループと RA8M1 グループのバスステートコントローラ（BSC）の仕様比較を表 14 に示し

ます。 

表 14 SH7750R/7751Rグループ、RA8M1グループのバスステートコントローラ（BSC）の仕様比較 

項目 SH7750R/7751R グループ RA8M1 グループ 

外部アドレス空間

の管理 

外部メモリ空間を 7 領域に分割管理、エリア 0

～6 の各領域を専用インタフェースに割り当て

ることが可能。 

・エリア 0～6 までの各エリアは、最大 64M バ

イト 

・各エリアのバス幅をレジスタにより設定可

能（エリア 0 のみ、外部ピンにより設定） 

・RDY 端子によりウェイトステート挿入可能 

・ウェイトステート挿入をプログラムで制御

可能 

 

・エリアごとに接続できるメモリの種類を指

定 

・各エリアに接続するメモリの制御信号を出

力 

・異なったエリアに対する連続したメモリア

クセスや同一エリアに対するリードアクセス

直後のライトアクセスの場合といったデータ

バスの衝突回避のためのウェイトサイクル自

動挿入機能 

・低速メモリとの接続用に書き込みサイクル

時のライトストローブのセットアップタイム

とホールドタイム期間を挿入可能 

外部アドレス空間を 8 つの CS 領域 (CS0～

CS7) と SDRAM 領域 (SDCS) に分割、管理 

・CS0～7 の各エリアは最大 16M バイト 

 

・領域ごとにバス幅を選択可能 

 

・WAIT 端子による外部ウェイト挿入 

 

 

 

・エリアごとに接続するメモリの指定不要 

・各エリアに接続するメモリの制御信号を出

力 

・リカバリサイクル挿入可能 

－リードリカバリ：最大 15 サイクル 

－ライトリカバリ：最大 15 サイクル 

 

・サイクルウェイト機能：最大 31 サイクル

ウェイト（ページアクセスの場合最大 7 サイ

クルウェイト） 

・ウェイト制御の設定： 

－チップセレクト信号 (CS0～CS7) のアサー

ト／ネゲートタイミング 

－リード信号 (RD) とライト信号（WR0/WR お

よび WR1～WR3）のアサートタイミング 

－データ出力の開始／終了タイミング 

・ライトアクセスモード： 

－1 ライトストローブモード／バイトストロー

ブモード 

－セパレートバス、アドレス／データマルチ

プレクスバスを領域ごとに設定可能 

エンディアン 

 

リトル・ビッグエンディアンを外部ピンによ

り設定可能、レジスタでモニタ可能 

領域ごとにエンディアンを設定可能 
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Arm® Cortex®-M85 コアのコードを実行する場

合、メモリ空間はリトルエンディアンでなけ

ればなりません 

SDRAM 領域コント

ローラ 

・シンクロナス DRAM 容量に応じたロウアドレ

ス／カラムアドレスマルチプレクス 

 

・バースト動作 

 

・オートリフレッシュとセルフリフレッシュ 

・シンクロナス DRAM 制御信号のタイミングを

レジスタの設定により制御可能 

・同一ロウアドレス連続アクセス 

接続可能エリア：2、3  

設定可能バス幅：64※、32 

SDRAM 専用 領域 (SDCS)として管理（CS 領域

とは別領域） 

・ロウアドレス／カラムアドレスのマルチプ

レクス出力（8、9、10、または 11 ビット） 

・セルフリフレッシュとオートリフレッシュ

を選択可能 

・CAS レイテンシを 1 サイクル～3 サイクル

に設定可能 

・設定可能バス幅：8,16,32 

その他のインタ

フェース 

・SRAM インタフェース 

・DRAM インタフェース 

・バースト ROM インタフェース 

・MPX インタフェース 

 

・バイト制御 SRAM インタフェース 

・PCMCIA インタフェース 

－ 

 

－注 

－ 

－ 

アドレス／データマルチプレクス I/O インタ

フェース 

－ 

・オクタシリアルペリフェラルインタフェー

ス(OSPI) 

ライトバッファ機

能 

なし あり 

周波数 CKIO に同期して動作 ・CS 領域コントローラ (CSC) は外部バス

クロック (BCLK) に同期して動作 

・EBCLK 端子出力の周波数は、デフォルト

で BCLK と同じ。外部バスクロックコントロー

ルレジスタの EBCLK 端子出力選択ビット 

(BCKCR.BCLKDIV) により、BCLK サイクルの 2 

分周が可能。 

・SDRAM 領域コントローラ (SDRAMC) は、

SDRAM クロック (SDCLK) に同期して動作 

外部バス調停 バスアービトレーション機能あり なし 

※：SH7750R のみ 
 注：ご使用される外部メモリの電気的特性が合えば SRAM 他が接続可能です。 

 

3.10.2 注意事項 
RA8M1 グループには外部バス調停機能はありません。よって常にバスマスタとなります。 
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3.11 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 
本章では両マイコンのダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）の仕様の相違点を記載します。

また、RA8M1 グループには、データトランスファコントローラ(DTC)とイベントリンクコントローラ(ELC)
があり、本機能を使用すると CPU を介さず周辺機能間のデータ転送が可能になるので、システムの高速化

が図れます。 

DTC と ELC に関しては、RA8M1 グループのユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照願います。 

 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
RA Flexible Software Package Documentation: Transfer (r_dmac) (renesas.github.io) 

 
HAL Driver Example Project 
ra-fsp-examples/example_projects/ek_ra8m1/dmac/dmac_ek_ra8m1_ep at master · renesas/ra-
fsp-examples · GitHub 
 
3.11.1 仕様比較 

SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループの DMAC の仕様比較を表 15 に示します。 

 

表 15 SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループの DMAC の仕様比較 
項目 SH7750R/SH7751R グループ RA8M1 グループ 

チャネル数 8 チャネル 8 チャネル（DMACn（n = 0～7）） 

転送空間 4GB（0x0000_0000～0xFFFF_FFFF のうち、予

約領域を除く領域） 

4GB（0x0000_0000～0xFFFF_FFFF のうち、予

約領域を除く領域） 

最大転送データ数 16M（16,777,216 回） 64M データ（ブロック転送モードにおける最

大転送数：1,024 データ × 65,536 ブロッ

ク） 

DMAC 起動要因 チャネルごとに個別に選択可能 

 

-内蔵周辺モジュール（SCI,SCIF,TMU)リクエ

スト（全チャネル) 

-外部リクエスト(Ch0,1 のみ） 

-オートリクエスト 

チャネルごとに個別に選択可能 

- ソフトウェアトリガ 

- 周辺モジュールからの割り込み要求/外部

割り込み入力端子からのトリガ(注 1) 

チャネル優先順位 − 優先順位固定モード 

− ラウンドロビンモード 

優先順位固定：チャネル 0 > チャネル 1 > 

チャネル 2 > チャネル 3… > チャネル 7

（チャネル 0：最高） 

転送データサイズ 8 ビット、16 ビット、32 ビット、64 ビット、

32 バイトの中から選択可能 

ビット長：8 ビット、16 ビット、32 ビット 

DMA 転送エラーの処理 アドレスエラー発生時に転送停止 - DMAC 転送エラー発生時に、エラーを発生

させたチャネルの転送を停止 

- ICU に対して DMAC エラーチャネルの起動

要求用レジスタのクリアを要求 

割り込み

(DMAC0n_INT) 

転送終了割

り込み 

指定した転送回数終了後、CPU に割り込み要求

発生可能 

転送カウンタで設定したデータ数の転送終了

時に発生 

モジュールストップ機能 モジュールスタンバイ機能を設定して消費電

力の削減が可能 

モジュールストップ状態に設定して消費電力

を削減 

 

 

 

https://renesas.github.io/fsp/group___d_m_a_c.html?pos=1141,4,1263,6,3700,4,4658,4,5089,4,5255,4,7732,4,7789,4,7850,5,7915,4,8537,4,8654,4,8806,4,8965,4,9145,4,9324,4,9649,4,10167,4,10248,4,10613,4,10771,4,11690,4,13248,4,13417,4,13457,4,15834,4
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/dmac/dmac_ek_ra8m1_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/dmac/dmac_ek_ra8m1_ep
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3.12 転送先について 
各 DMA コントローラがサポートする転送元/先を SH7750R/SH7751R グループは表 16 に、 

RA8M1 グループは表 17 に示します。 

 

表 16 SH7750R/SH7751R グループ DMAC 転送元/先 

転送先 
転送元 

DACK 付き 
外部デバイス 

外部メモリ 
メモリマップト 
外部デバイス 

内蔵メモリ 
内蔵周辺 

モジュール 
DACK 付き 
外部デバイス 

不可 ● ● 不可 不可 

外部メモリ ● ○ ○ ○ ○ 
メモリマップト 
外部デバイス 

● ○ ○ ○ ○ 

内蔵メモリ 不可 ○ ○ ○ ○ 
内蔵周辺 

モジュール 
不可 ○ ○ ○ ○ 

●：シングルアドレスモードで転送可能  ○：デュアルアドレスモードで転送可能 
 

表 17 RA8M1 グループ DMAC 転送元/先 

転送先 
転送元 

DACK 付き 
外部デバイス 

外部メモリ 
メモリマップト 
外部デバイス 

内蔵メモリ 
内蔵周辺 

モジュール 
DACK 付き 
外部デバイス 

不可 不可 不可 不可 不可 

外部メモリ 不可 ○ ○ ○ ○ 
メモリマップト 
外部デバイス 

不可 ○ ○ ○ ○ 

内蔵メモリ 不可 ○ ○ ○ ○ 
内蔵周辺 

モジュール 
不可 ○ ○ ○ ○ 

○：転送可能 
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3.13 シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 
本章では両マイコンのシリアルコミュニケーションインタフェースの仕様の相違点を記載します。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

 
RA Flexible Software Package Documentation 
RA Flexible Software Package Documentation: UART (r_sci_b_uart) (renesas.github.io) 
RA Flexible Software Package Documentation: I2C Master (r_sci_b_i2c) (renesas.github.io) 
RA Flexible Software Package Documentation: LIN (r_sci_b_lin) (renesas.github.io) 
RA Flexible Software Package Documentation: LIN (r_sci_b_lin) (renesas.github.io) 

 
HAL Driver Example Project 
ra-fsp-examples/example_projects/ek_ra8m1/sci_uart/sci_uart_ek_ra8m1_ep at master · renesas/ra-fsp-
examples · GitHub 
ra-fsp-examples/example_projects/ek_ra8m1/sci_i2c/sci_i2c_ek_ra8m1_ep at master · renesas/ra-fsp-
examples · GitHub 
ra-fsp-examples/example_projects/ek_ra8m1/sci_spi/sci_spi_ek_ra8m1_ep at master · renesas/ra-fsp-
examples · GitHub 

 
3.13.1 仕様比較 

SH7750R,SH7751R グループと RA8M1 グループの仕様比較を表 18 に示します。 

 

表 18 SH7750R,SH7751R グループ、RA8M1 グループの仕様比較 

項目 SH7750R/SH7751R グループ RA8M1 グループ 

モジュール数 1(SCI) 6 (SCIn (n = 0～4, 9)) 

シリアル通信方式 - 調歩同期式 

- クロック同期式 

 

 

 

- スマートカードインタフェース 

- 調歩同期式 

- クロック同期式 

- 簡易 IIC 

- 簡易 SPI 

- 簡易 LIN (SCIn (n = 0, 1)) 

- スマートカードインタフェース 

- マンチェスタインタフェース 

(SCIn (n = 0)) 

動作クロック (TCLK) 動作クロック（PCLK） 動作クロック (TCLK) 同期クロッ

ク (PCLK) と独立クロック 

(SCICLK) のどちらかを選択できま

す。 

転送速度 内蔵ボーレートジェネレータにより

任意のビットレートを選択可能 

内蔵のボーレートジェネレータによ

り任意のビットレートを設定可能 

全二重通信 - 送信部：ダブルバッファによる連

続送信が可能 

- 受信部：ダブルバッファによる連

続受信が可能 

- 送信部：ダブルバッファによる連

続送信が可能 

- 受信部：ダブルバッファによる連

続受信が可能 

データ転送 LSB ファースト 

（スマートカードインタフェースの

み LSB ファースト/MSB ファースト

の選択が可能） 

LSB ファースト/MSB ファーストの

選択が可能 

通信端子 (RXDn, TXDn) のための 

インバータ 

各端子 (RxD, TxD)に選択できる 

（スマートカードインタフェースの

み選択が可能） 

各端子 (RXDn, TXDn)に選択できる

インバータ 

https://renesas.github.io/fsp/group___s_c_i___b___u_a_r_t.html
https://renesas.github.io/fsp/group___s_c_i___b___i2_c.html
https://renesas.github.io/fsp/group___s_c_i___b___l_i_n.html
https://renesas.github.io/fsp/group___s_c_i___b___l_i_n.html
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/sci_uart/sci_uart_ek_ra8m1_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/sci_uart/sci_uart_ek_ra8m1_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/sci_i2c/sci_i2c_ek_ra8m1_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/sci_i2c/sci_i2c_ek_ra8m1_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/sci_spi/sci_spi_ek_ra8m1_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra8m1/sci_spi/sci_spi_ek_ra8m1_ep
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割り込み要因 送信データエンプティ、送信終了、

受信データフル、受信エラーの 4 種

類の割り込み要因があり、それぞれ

独立に要求が可能。 

また、送信データエンプティ要求と

受信データフル要求により、DMA コ

ントローラ（DMAC）を起動させて

データの転送が可能。 

送信終了、送信データエンプティ、

受信データフル、受信エラー、受信

データレディ、アドレス一致 

Break Field 検出/出力機能あり、

バス衝突検出機能あり、アクティブ

エッジ検出機能あり(SCIn (n = 0, 

1))。 

開始条件、再開始条件、停止条件の

生成完了（簡易 IIC モード用） 

モジュールストップ機能 SCI へ供給されるクロックが停止し

ます  

チャネルごとにモジュールストップ

状態に設定して消費電力の削減が可

能 

ソフトウェアスタンバイモードでの 

受信 

スリープモード、ディープスリープ

モードでの受信が可能 

SCI0 のみ対応しています。 

クロック同期式 

モード 

データ長 8 ビット 8 ビット 

受信エラー検出機能 オーバーランエラー オーバーランエラー 

クロックソース 送受信クロックソースを、ボーレー

トジェネレータからの内部クロッ

ク、または SCK 端子からの外部ク

ロックから選択可能 

TCLK 内部クロック（マスタモー

ド）または SCICLK 外部クロック

（スレーブモード）の選択が可能 

送信/受信 トランスミットシフトレジスタ(送

信)/レシーブデータレジスタ(受信) 

1 段レジスタまたは 16 段 FIFO の

いずれかを選択可能 

調歩同期式 

モード 

データ長 7 ビット/8 ビット 7 ビット/8 ビット/9 ビット 

送信ストップビット 1 または 2 ビット 1 または 2 ビット 

パリティ 偶数パリティ/奇数パリティ/パリ

ティなし 

偶数パリティ/奇数パリティ/パリ

ティなし 

受信エラー検出機能 - パリティエラー 

- オーバーランエラー 

- フレーミングエラー 

- パリティエラー 

- オーバーランエラー 

- フレーミングエラー 

送信/受信 トランスミットシフトレジスタ(送

信)/レシーブデータレジスタ(受信) 

1 段レジスタまたは 16 段 FIFO の

いずれかを選択可能 

スタートビットの 

検出 

Low 検出 Low 検出/立ち下がりエッジ検出を

選択可能 

ブレークの検出 フレーミングエラー発生時に RxD 端

子のレベルをシリアルポートレジス

タ（SCSPTR1）から直接読み出すこ

とによりブレークの検出が可能 

CSR レジスタを読み出すことで、フ

レーミングエラーからのブレークの

検出が可能 

クロックソース PCLK または SCK 端子の選択が可能 内部クロックまたは外部クロックの

選択が可能。 

マルチプロセッサ 

通信機能 

複数プロセッサ間でシリアル通信が

可能 

複数プロセッサ間でシリアル通信が

可能 

スマートカード 

インタフェース 

モード 

エラー処理 受信モードにおけるエラーシグナル

（パリティエラー）の送出 

送信モードにおけるエラーシグナル

の検出とデータの自動再送信 

受信中にパリティエラーを検出する

とエラーシグナルを自動送出 

送信中にエラーシグナルを受信する

とデータを自動再送信 

データタイプ ダイレクトコンベンション/イン

バースコンベンションの両方をサ

ポート 

ダイレクトコンベンション/イン

バースコンベンションをサポート 
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3.13.2 注意事項 
RA8M1 グループの SCI は、SH7750R/SH7751R グループでサポートしている調歩同期式、クロック

同期式、スマートカード（IC カード）インタフェースに加えて、簡易 I2C バスインタフェース（シング

ルマスタ動作のみ）、簡易 SPI バスインタフェース、および簡易 LIN バスインタフェースにも対応して

います。 
調歩同期式、簡易 I2C、簡易 SPI、簡易 LIN の FSP による設定の詳細については、以下のマニュアル

を参照してください。また、SCI0 はマンチェスタインタフェースを備えています。SH7750R/SH7751R
グループにはない転送方式は RA8M1 グループユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してくだ

さい。 
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3.14 FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 
本章では両マイコンの SCIF の仕様の相違点を記載します。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
UART (r_sci_b_uart) 
 
HAL Driver Example Project 
sci_uart HAL Driver - Example Project 
  
3.14.1 仕様比較 

RA8M1 グループの SCI には FIFO が内蔵されているので、SH7750R,SH7751R グループの SCIF と

RA8M1 グループの SCI の仕様比較を表 19 に示します。 

 
表 19 SH7750R,SH7751R グループ（SCIF）、RA8M1 グループ（SCI）の仕様比較 

項目 SH7750R/SH7751R グループ RA8M1 グループ 

モジュール数 1(SCIF) 6 (SCIn (n=0～4, 9)) のモー

ドの一つ  
シリアル通信方式 - 調歩同期式 - 調歩同期式 

- クロック同期式 

- 簡易 IIC 

- 簡易 SPI 

- 簡易 LIN (SCIn(n = 0,1)) 

- スマートカードインタフェー

ス 

- マンチェスタインタフェース 

(SCIn (n=0)) 

動作クロック (TCLK) 動作クロック（PCLK） 動作クロック (TCLK) 同期ク

ロック (PCLK) と独立クロック 

(SCICLK) のどちらかを選択で

きます。 

転送速度 内蔵ボーレートジェネレータに

より任意のビットレートを選択

可能 

内蔵のボーレートジェネレータ

により任意のビットレートを設

定可能 

全二重通信 - 送信部：16 段の FIFO バッ

ファによる高速連続送信が可能 

- 受信部：16 段の FIFO バッ

ファによる高速連続受信が可能 

- 送信部：ダブルバッファによ

る連続送信が可能(FIFO 内蔵) 

- 受信部：ダブルバッファによ

る連続受信が可能(FIFO 内蔵) 

データ転送 LSB ファースト LSB ファースト/MSB ファースト

の選択が可能 

割り込み要因 送信 FIFO データエンプティ、ブ

レーク、受信 FIFO データフル、

受信エラーの 4 種類の割り込み

要因があり、それぞれ独立に要

求可能。 
また、送信データエンプティ要求と

受信データフル要求により、DMA コ

ントローラ（DMAC）を起動させて

データの転送が可能。 

送信終了、送信データエンプ

ティ、受信データフル、受信エ

ラー、受信データレディ、アド

レス一致 

Break Field 検出/出力機能あ

り、バス衝突検出機能あり、ア

クティブエッジ検出機能あり

(SCIn (n = 0,1))。 

開始条件、再開始条件、停止条

https://renesas.github.io/fsp/group___s_c_i___b___u_a_r_t.html
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra6m5/sci_uart/sci_uart_ek_ra6m5_ep
https://github.com/renesas/ra-fsp-examples/tree/master/example_projects/ek_ra6m5/sci_uart/sci_uart_ek_ra6m5_ep
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件の生成完了（簡易 IIC モード

用） 

ループバック機能 送信出力端子（TxD2）と受信入

力端子（RxD2）、RTS2 端子と 

CTS2 端子を内部で接続し、ルー

プバックテストが可能 

SCI 内部の送受信による通信機

能の自己診断が可能 

モジュールストップ機能 SCIF へ供給されるクロックが停

止します 

チャネルごとにモジュールス

トップ状態に設定して消費電力

の削減が可能 

調歩同期式

モード 

データ長 7 ビット/8 ビット 7 ビット/8 ビット/9 ビット 

送信ストップビット 1 または 2 ビット 1 または 2 ビット 

受信サンプリング 

タイミングの調節 

スタートビットの立ち下がりを

基本クロックでサンプリングし

て、内部を同期化 

デフォルトタイミングから前ま

たは後に調節可能な受信サンプ

リングタイミング 

パリティ 偶数パリティ/奇数パリティ/パ

リティなし 

偶数パリティ/奇数パリティ/パ

リティなし 

受信エラー検出機能 - パリティエラー 

- オーバーランエラー 

- フレーミングエラー 

- パリティエラー 

- オーバーランエラー 

- フレーミングエラー 

送信/受信 トランスミットシフトレジスタ

(送信)/レシーブデータレジスタ

(受信) 

1 段レジスタまたは 16 段 FIFO 

のいずれかを選択可能 

スタートビットの 

検出 

Low 検出 Low 検出/立ち下がりエッジ検

出を選択可能 

ブレークの検出 レーミングエラー発生時に RxD2

端子のレベルをシリアルポート

レジスタ（SCSPTR2）から直接読

み出すことによってもブレーク

を検出できます 

CSR レジスタを読み出すこと

で、フレーミングエラーからの

ブレークの検出が可能 

クロックソース PCLK または SCK 端子の選択が可

能 

内部クロックまたは外部クロッ

クの選択が可能。 
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3.15 スマートカードインタフェース 
本章では両マイコンのスマートカードインタフェースの仕様の相違点を記載します。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。なお、RA8M1 グルー

プの SCI は拡張機能として ISO/IEC 7816-3（Identification Card 規格）に対応したスマートカードインタ

フェースをサポートしています。 

 

RA Flexible Software Package Documentation 
なし 
 
HAL Driver Example Project 
なし 

 

3.15.1 仕様比較 
SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループのスマートカードインタフェースの仕様比較を表 20 に

示します。 

 

表 20 スマートカードインタフェースの仕様比較 

項目 SH7750R/SH7751R グループ RA8M1 グループ 

モジュール数 1(SCI) のモードの一つ 
 

6 (SCIn (n = 0～4, 9)) のモードの

一つ 

モード 調歩同期式 調歩同期式 

データ長 8 ビット 8 ビット 

パリティビット 生成とチェックを実施 生成とチェックを実施 

エラー 受信モード：パリティエラー 

送信モード：エラーシグナル検出 

受信モード：パリティエラー 

送信モード：エラーシグナル検出 

ダイレクトコンベンション/ 

インバースコンベンション 

共にサポート 共にサポート 

割り込み 送信データエンプティ、受信デー

タフル、送受信エラーの 3 種類 
送信データエンプティ、受信デー

タフル、受信エラーの 3 種類 

 

3.15.2 注意事項 
SH7750R/SH7751R グループでサポートされているスマートカードインタフェースでは基本クロック

は転送レートの 372 倍での動作ですが、RA8M1 グループでは 32 倍、64 倍、372 倍、256 倍、93 
倍、128 倍、186 倍、または 512 倍の周波数から選択可能です。 
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3.16 I/O ポート 
本章では両マイコンの I/O ポートの仕様の相違点を記載します。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
RA Flexible Software Package Documentation: I/O Port (r_ioport) (renesas.github.io) 

 

HAL Driver Example Project 
なし 

 

3.16.1 仕様比較 
SH7750R,SH7751R グループと RA8M1 グループの IO ポート数の一覧を表 21 に示します。 

 

表 21  SH7750R,SH7751R グループと RA8M1 グループの IO ポート数一覧 

項目 パッケージ ポート機能 

SH7750R グループの I/O ポート数 全パッケージ共通 入出力：20 
出力：2(SCI,SCIF) 
合計：22 

SH7751R グループの I/O ポート数 全パッケージ共通 入出力：32 
出力：2(SCI,SCIF) 
合計：34 

RA8M1 グループの I/O ポート数 FBGA-224 
 

入出力：174 
入力：1 
プルアップ抵抗：175 
オープンドレイン出力：174 
5V トレラント：25 

LQFP-176 入出力：128 
入力：1 
プルアップ抵抗：129 
オープンドレイン出力：128 
5V トレラント：20 

LQFP-144 入出力：106 
入力：1 
プルアップ抵抗：107 
オープンドレイン出力：106 
5V トレラント：22 

LQFP-100 入出力：70 
入力：1 
プルアップ抵抗：71 
オープンドレイン出力：70 
5V トレラント：15 

 

 

 

 

 

 

https://renesas.github.io/fsp/group___i_o_p_o_r_t.html
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3.16.2 I/O 設定 
SH7750R/SH7751R グループはバスコントロールレジスタ 2（BCR2）の PORTEN ビットにより I/O ポー

トを使用するか、しないかの選択が可能です。 

RA8M1 グループの I/O ポートはポート 0~B で構成され、ポートコントロールレジスタ 1~4 で以下の設定

が可能です。 

-オープンドレイン出力    ：ポート出力形態の選択 

-CMOS、オープンドレイン出力：CMOS 出力/N チャネルオープンドレイン出力/P チャネルオープン 

ドレイン出力 

-プルアップ制御レジスタ   ：入力プルアップ抵抗の ON/OFF 選択 

-駆動能力制御        ：低駆動/中駆動/高駆動出力から選択 

-5V トレラント        ：5V トレラント入力ポートあり 
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3.17 割り込みコントローラ（INTC） 

本章では両マイコンの割り込みコントローラの相違点を記載します。 

RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
RA Flexible Software Package Documentation: External IRQ (r_icu) (renesas.github.io) 

 
HAL Driver Example Project 
なし 

 

3.17.1 仕様比較 

SH7750R/SH7751R グループと RA8M1 グループの割り込みコントローラの仕様比較を表 22 に示します。 

 

表 22 SH7750R/SH7751Rグループと RA8M1グループの割り込みコントローラの相違点 

項目 SH7750R/SH7751R グループ RA8M1 グループ 

マスカブル 

割り込み 

周辺機能 

割り込み 

• SH7750R は 9 種類、SH7751Rは 10 種

類の内蔵周辺モジュールで発生 

• 要因数：296 

（イベントリスト番号 17～511 内の要

因から選択） 

外部端子 

割り込み 

• IRL3～IRL0 端子でレベルとして入力

される割り込み 

• ノイズキャンセル機構内蔵 

• 4 つの独立した割り込み要求のため

に使うことが可能 

• IRQ0～IRQ15 端子 

• 要因数：16 

• 割り込み検出：Lowレベル/ 

立ち下がりエッジ/立ち上がりエッジ 

/両エッジを要因毎に設定可能 

• デジタルフィルタ機能 

CPU への 

割り込み 

全ての割り込み要因の優先順位を 

判定し、CPU への割り込み要求 

96 本の割り込み要求を NVIC に対して

出力 

DMAC 制御 可能(注 1) • 割り込み要因によって DMAC の起動

が可能 

• DMAC の全チャネル個別に対象の割り

込み要因を選択可能 

ノンマスカ

ブル割り込

み 

NMI 端子割り込み • 割り込み検出方法 

（立ち下がり/立ち上がり 

エッジから選択） 

• NMI 入力レベル読み込みビットあり 

• 割り込み検出方法 

（立ち下がり/立ち上がり 

エッジから選択） 

• デジタルフィルタ機能 

その他の要因 － • 発振停止検出時の割り込み 

• WDT アンダーフロー/ 

リフレッシュエラー 

• IWDT アンダーフロー/ 

リフレッシュエラー 

• 電圧監視 1 割り込み 

• 電圧監視 2 割り込み 

• 共通メモリエラー 

• バスエラー割り込み 

• CPU ロックアップエラー 

https://renesas.github.io/fsp/group___i_c_u.html
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低消費電力モードの解除 • スリープモード、ディープスリープ

モードを割り込み（NMI、IRL、内蔵

周辺）、リセットで解除が可能。 

• スタンバイモードを割り込み（NMI、

IRL、内蔵周辺）、RESET 端子による

リセットにより解除が可能。 

• CPU スリープモード：ノンマスカブ

ル割り込みまたはその他の割り込み

要因によって復帰が可能。 

• CPU ディープスリープモード／ソフ

トウェアスタンバイモード：ノンマ

スカブル割り込みによって復帰が可

能。また、WUPEN レジスタで割り込

みの選択が可能。 

注1. SH7750R/7751R グループでは起動要因設定は DMAC 側で設定。 
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3.18 H-UDI 
本章では両マイコンの H-UDI の相違点を記載します。 
なお、H-UDI に相当する RA8M1 グループの機能はバウンダリスキャンになります。 
 
RA8M1 グループの FSP による設定の詳細については、以下を参照してください。 

RA Flexible Software Package Documentation 
なし 
 
HAL Driver Example Project 
なし 

 

3.18.1 仕様比較 

SH7750R/7751R グループの H-UDI と RA8M1 グループのバウンダリスキャンの仕様比較を表 23 に示しま

す。 

 

表 23 SH7750R/SH7751Rグループの H-UDIと RA8M1グループのバウンダリスキャンの相違点 

項目 SH7750R/7751R グループ(H-UDI) RA8M1 グループ(バウンダリスキャン) 

機能 バウンダリスキャン 

エミュレータ接続 

バウンダリスキャン 

※但し端子はオンチップエミュレータと兼用 

 

実行条件 EXTAL 端子にクロックを供給し、パワーオン発

振安定時間経過後にバウンダリスキャン実行

する。入力クロックの周波数範囲は 1～

33.3MHz 

 

RES 端子が Low の場合にバウンダリスキャン

を実行する 

テストモード BYPASS モード(初期値)  

EXTEST 

SAMPLE/PRELOAD 

BYPASS モード 

EXTEST モード 

SAMPLE/PRELOAD モード 

CLAMP モード 

HIGHZ モード 

IDCODE モード 

端子 SH7750R は以下の端子 

クロック：TCK 

モード：TMS 

リセット：_TRST 

データ入力：TDI 

データ出力：TDO 

エミュレータ端子：_ASEBRK/BRKACK 

SH7751R のエミュレータ端子は上記に加えて下

記の端子も具備 

AUDSYNC、AUDCK、AUDATA3～0 

テストクロック入力：TCK 

テストモード選択：TMS 

テストデータ入力：TDI 

テストデータ出力：TDO 

レジスタ インストラクションレジスタ：SDIR 

データレジスタ H    ：SDDR/SDDRH 

データレジスタ L     ：SDDRL  

バイパスレジスタ        ：SDBPR 

割り込み要因レジスタ    ：SDINT 

バウンダリスキャンレジスタ：SDBSR 

インストラクションレジスタ：JTIR 

ID コードレジスタ     ：JTDR 

バイパスレジスタ          ：JTBPR 

バウンダリスキャンレジスタ：JTBSR 

割り込み H-UDI 割り込み － 
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3.19 ユーザブレークコントローラ 
RA8M1 グループにユーザブレークコントローラはありません。 
 

3.20 PCI コントローラ（PCIC） 
RA8M1 グループに PCIC はありません。 
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4. 参考資料 
ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

RA8M1 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編（R01UH0994JJ0110） 

SH7750R グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編（R01UH0456JJ0702） 

SH7750R グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編（R01UH0457JJ0301） 

 

RA8M1 グループ、SH7750R/SH7751R グループ以外の製品をご使用の場合は、 

それぞれのユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してください。 

（最新版をルネサスエレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート/テクニカルニュース 

（最新の情報をルネサスエレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
ユーザーズマニュアル：開発環境 

Renesas Flexible Software Package (FSP) User’s Manual (R11UM0155EU) 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事項については、本ドキュメントおよびテク

ニカルアップデートを参照してください。 

1. 静電気対策 

CMOS 製品の取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。CMOS 製品は強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保

存の際には、当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジンケース、導電性の緩衝材、金属ケースなどを利用し、組み立て工程にはアー

スを施してください。プラスチック板上に放置したり、端子を触ったりしないでください。また、CMOS 製品を実装したボードについても同様の扱

いをしてください。 

2. 電源投入時の処置 

電源投入時は、製品の状態は不定です。電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。外部

リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状態は保証できません。同様に、内蔵パワーオン

リセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. 電源オフ時における入力信号 

当該製品の電源がオフ状態のときに、入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入に

より、誤動作を引き起こしたり、異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。資料中に「電源オフ時における入力信号」について

の記載のある製品は、その内容を守ってください。 

4. 未使用端子の処理 

未使用端子は、「未使用端子の処理」に従って処理してください。CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっ

ています。未使用端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が流れたり、入力信号と認識

されて誤動作を起こす恐れがあります。 

5. クロックについて 

リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した

後に切り替えてください。リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロックが十分安定

した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り

替え先のクロックが十分安定してから切り替えてください。 

6. 入力端子の印加波形 

入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。CMOS 製品の入力がノイズなどに起因して、VIL（Max.）か

ら VIH（Min.）までの領域にとどまるような場合は、誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定の場合はもちろん、VIL（Max.）から VIH

（Min.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズなどが入らないように使用してください。 

7. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。アドレス領域には、将来の拡張機能用に割り付けられている リザーブアドレス（予約領

域）があります。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

8. 製品間の相違について 

型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してください。同じグループのマイコンでも型名が違うと、フラッ

シュメモリ、レイアウトパターンの相違などにより、電気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ幅射量などが異なる場合が

あります。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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ご注意書き 
1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。回路、ソフトウェアお

よびこれらに関連する情報を使用する場合、お客様の責任において、お客様の機器・システムを設計ください。これらの使用に起因して生じた損害

（お客様または第三者いずれに生じた損害も含みます。以下同じです。）に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
2. 当社製品または本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許

権、著作権その他の知的財産権に対する侵害またはこれらに関する紛争について、当社は、何らの保証を行うものではなく、また責任を負うもので

はありません。 
3. 当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
4. 当社製品を組み込んだ製品の輸出入、製造、販売、利用、配布その他の行為を行うにあたり、第三者保有の技術の利用に関するライセンスが必要と

なる場合、当該ライセンス取得の判断および取得はお客様の責任において行ってください。 
5. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、リバースエンジニアリング、その他、不適切に使用しないでください。かかる改造、改

変、複製、リバースエンジニアリング等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
6. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図

しております。 
 標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等 
 高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、金融端末基幹システム、各種安全制御装置等 
当社製品は、データシート等により高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のあ

る機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・システム（宇宙機

器と、海底中継器、原子力制御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、これら

の用途に使用することは想定していません。たとえ、当社が想定していない用途に当社製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その

責任を負いません。 
7. あらゆる半導体製品は、外部攻撃からの安全性を 100％保証されているわけではありません。当社ハードウェア/ソフトウェア製品にはセキュリティ

対策が組み込まれているものもありますが、これによって、当社は、セキュリティ脆弱性または侵害（当社製品または当社製品が使用されているシ

ステムに対する不正アクセス・不正使用を含みますが、これに限りません。）から生じる責任を負うものではありません。当社は、当社製品または

当社製品が使用されたあらゆるシステムが、不正な改変、攻撃、ウイルス、干渉、ハッキング、データの破壊または窃盗その他の不正な侵入行為

（「脆弱性問題」といいます。）によって影響を受けないことを保証しません。当社は、脆弱性問題に起因しまたはこれに関連して生じた損害につ

いて、一切責任を負いません。また、法令において認められる限りにおいて、本資料および当社ハードウェア/ソフトウェア製品について、商品性お

よび特定目的との合致に関する保証ならびに第三者の権利を侵害しないことの保証を含め、明示または黙示のいかなる保証も行いません。 
8. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導

体デバイスの使用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他指定条件の

範囲内でご使用ください。指定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切

その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする

場合があります。また、当社製品は、データシート等において高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、耐放射線設計を

行っておりません。仮に当社製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を生じさせないよう、お客

様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を

行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行って

ください。 
10. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用

を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かかる法令を遵守しないことに

より生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。当社製品お

よび技術を輸出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸出管理関連法規を遵守し、そ

れらの定めるところに従い必要な手続きを行ってください。 
12. お客様が当社製品を第三者に転売等される場合には、事前に当該第三者に対して、本ご注意書き記載の諸条件を通知する責任を負うものといたしま

す。 
13. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。 
14. 本資料に記載されている内容または当社製品についてご不明な点がございましたら、当社の営業担当者までお問合せください。 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エレクトロニクス株式会社が直接的、間接的

に支配する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。 
 

(Rev.5.0-1  2020.10) 

 
本社所在地  お問合せ窓口 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

www.renesas.com 

 弊社の製品や技術、ドキュメントの最新情報、最寄の営業お問合せ窓

口に関する情報などは、弊社ウェブサイトをご覧ください。 

www.renesas.com/contact/ 

商標について   

ルネサスおよびルネサスロゴはルネサス エレクトロニクス株式会社の

商標です。すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属

します。 
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